
白 

寿
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

電
話　

七
五
―
三
二
三
二
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⓾
月
⓭
日
㈭
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
二
〇
二
四
年
の
後
半
か
ら

〝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
〝
健
康
保
険
者
証
〟
の
機
能
を

持
た
せ
、現
行
の
健
康
保
険
者
証
は
廃
止
す
る
と
発
表
し
た
。

（
ま
だ
、
決
定
し
て
い
な
い
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
し
ょ
う

去
る
７
月
㉑
日
㈭
～
㉒
日
㈮ 
一
泊
二
日
で
秋
田
県
鹿
角

郡
大
湯
温
泉
へ
⓫
名
で
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

㉑
日
㈭ 

午
後
３
時
㉚
分 

中
野
目
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消

防
セ
ン
タ
ー
前
を
出
発
し
ま
し
た
。
行
き
先
は
、
昨
年
の
世

界
遺
産
認
定
で
有
名
な
「
大
湯
ス
ト
ン
サ
ー
ク
ル
」
と
大
湯

温
泉
┌お
宿 

花か
　
さ
い彩

┘で
す
。
こ
の
お
宿
は
、
藤
崎
町
内
に
住

む
友
人
の
紹
介
し
て
く
れ
た
社
長
が
経
営
す
る
温
泉
で
す
。

３
年
前
ま
で
は
日
帰
り
研
修
旅
行
で
し
た
が
、
今
回
は
コ

ロ
ナ
感
染
で
旅
行
が
少
な
く
出
歩
く
機
会
が
減
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
初
め
て
の
一
泊
二
日
の
研
修
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
中
野
目
を
遅
く
出
発
し
た
の
で
、「
お
宿
花

彩
」
で
の
温
泉
と
料
理
が
メ
イ
ン
で
す
。
料
理
は
一
品
一
品

の
素
材
を
生
か
し
た
〝
割
烹
料
理
〟
で
、
す
ご
く
味
も
美
味

し
く
、
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
沢
山
の
料
理
を
食
べ
な

が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲
か
せ
、
時
間
の
過
ぎ
る
の
を

忘
れ
る
程
で
し
た
。（
料
金
も
安
い
…
…
…
…
）

〝
十
和
田
石
〟
の
効
能
と
ヒ
バ
の
香
り
に
包
ま
れ
て
、
ゆ

っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
温
泉
で
し
た
。

２
日
目
は
「
お
宿 

花
彩
」
を
朝
９
時
出
発
し
、、
世
界
遺

産
で
有
名
な
「
北
海
道
北
東
北
縄
文
遺
産
跡
群
」
の
ひ
と
つ

⓫
月
８
日
㈫
、
東
京
都
墨
田
区
「
国
技
館
」
に
お
い
て
、

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
創
立
�
周
年
記
念
・
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。清
家
篤
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
式
辞
、

加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
（
代
理
）
と
小
池
百
合
子
東
京
都

知
事
（
代
理
）
の
挨
拶
が
あ
り
、
結
び
に
天
皇
陛
下
の
お
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
本
大
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本

県
関
係
で
は
次
表
の
方
々
が
受
賞
し
ま
し
た
。

次
に
内
閣
総
理
大
臣
（
代
理
）
衆
議
院
議
長
（
代
理
）
尾

辻
参
議
院
議
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
参
加
者
代
表 

秋
田
県
老

連 

松
岡
時
子
副
会
長
が
大
会
宣
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

第
一
部
の
結
び
と
し
て
、国
技
大
相
撲
の
殿
堂
「
国
技
館
」

に
ふ
さ
わ
し
く
〝
全
日
本
相
撲
甚
句
協
会
〟
に
よ
る
相
撲
甚

句
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部
は
直
木
賞
作
家 

阿
刀
田
高
氏
の
「
老
い
て
こ
そ

ユ
ー
モ
ア
」
の
記
念
講
演
が
あ
り
、
次
回
大
会
開
催
地
で
あ

る  

児
玉
長
榮  

秋
田
県
老
連
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
す
る
。

次
回
の
大
会
は
、
隣
県
の
秋
田
県
で
あ
り
、
町
老
連
と
し

て
は
、
多
数
の
参
加
者
を
募
り
、
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
会
宣
言

老
人
ク
ラ

ブ
の
発
展
向

上
と
高
齢
者

保
健
福
祉
の

増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を

目
的
に
結
成

さ
れ
た
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
創
立
�
周
年
の
記
念

の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

本
日
こ
こ
に
集
う
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
代
表
者
は
、
こ
れ

ま
で
の
先
人
た
ち
の
歩
み
に
思
い
を
寄
せ
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
を
誓
い
、
次
の
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
く

こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

一
．
健
康
長
寿
を
め
ざ
す
「
健
康
活
動
」
の
推
進

一
．
暮
ら
し
を
見
守
る
「
支
え
合
い
活
動
」
の
展
開

－
．
高
齢
期
を
豊
か
に
す
る
「
生
き
が
い
活
動
」
の
充
実　

一
．
あ
ら
ゆ
る
世
代
と
連
携
し
た
「
地
域
貢
献
活
動
」
の
推
進

一
．
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
「
社
会
保
障
制
度
」
の
確
立

　

令
和
４
年
⓫
月
８
日　
　

　
　
　
　

全
老
連
創
立
�
周
年
記
念 

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

で
縄
文
時
代
後
期
に
造
ら
れ
た
、
円
形
に
並
べ
ら
れ
た
石
の

「
大
湯
ス
ト
ン
サ
ー
ク
ル
」（
お
墓
と
か
お
祭
り
な
ど
の
集
会

の
場
所
な
ど
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
を
約
㊿
分
く
ら
い
見
学

し
、
次
に
道
の
駅
「
ア
ン
ト
ラ
」
に
て
昼
食
と
、
買
い
物
を

し
て
懐
か
し
の
十
和
田
湖
を
通
り
、
国
道
一
〇
二
号
線
か
ら

黒
石
市
を
通
り
、
午
後
４
時
過
ぎ
、
無
事
に
中
野
目
に
帰
着

し
ま
し
た
。

以
前
は
、
日
帰
り
研
修
旅
行
で
し
た
が
、
今
回
は
、
す
ご

く
勉
強
に
な
り
、
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
で
、
外
出

が
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
事
か
ら
、
一
層
楽
し
く
感
じ
ら
れ
、

一
生
の
思
い
出
に
な
り
そ
う
で
す
。

各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
も
、
秋
田
県
方
面
へ
研
修
で

行
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

令和４年度　　　中野目長寿会　初めての県外研修旅行（大湯ストンサークル）

現
在
〝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〟
が

行
な
わ
れ
、
町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
ま
せ
ん
か
。

令
和
４
年
⓬
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
、
令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
ポ
イ
ン
ト
取
得
の
手
続
き
す

れ
ば
、
二
万
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
え
ま
す
。

藤
崎
町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
と
受
領
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
対
応
し
ま
す
。

　
◎
休
日
対
応
を
行
い
ま
す　
　
　
　
　
　
　

　
　

○
⓬
月
３
日
㈯ 

午
前
９
時
～
正
午

　
　

○
⓬
月
⓾
日
㈯ 

午
前
９
時
～
正
午

　

☆
場　

所　
　

 

役
場
住
民
課
住
民
係
窓
口

　
　
◎
平
日
の
窓
口
延
長
を
行
い
ま
す

　
　

当
面
の
間
、毎
週 

水
曜
日

4

4

4

と
木
曜
日

4

4

4

は
、

　
　
　
　

午
前
８
時
⓯
分
～
午
後
７
時
ま
で
、窓
口
対
応
し

　
　
　
　

ま
す
。（
祝
日
、年
末
年
始
は
除
く
）

　
　
◎
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す

　
　

次
の
日
時
と
場
所
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を

　
　

受
付
け
し
ま
す
。　

　
　

○
⓬
月
⓴
日
㈯
午
前
⓾
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　

イ
オ
ン
藤
崎
店
１
階

　

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
役
場
住
民
課
で

　
　
の
受
取
と
な
り
ま
す
。

　
◎
共
通
事
項　

☆
申
請
時
の
準
備
物

　
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書（
な
い
場
合
は
不
要
）　

　
　

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

　

☆
お
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係　

℡
八
八
ー
八
一
六
三

12 月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 木 囲碁・将棋部 12:30
2 金 老連役員会 10:00
3 土 レクダンス部   9:30
4 日
5 月 芸能部 12:00
6 火 囲碁・将棋部 12:30
７ 水
8 木 囲碁・将棋部 12:30
9 金
10 土 ふじ健大OB会 10:00
11 日

12 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

13 火 囲碁・将棋部 12:30
14 水 茶道部 13:00
15 木
16 金
17 土 レクダンス部   9:30
18 日
19 月 芸能部 12:00

20 火
囲碁・将棋部 12:30
広報委員会 13:30

21 水
22 木 囲碁・将棋部 12:30
23 金
24 土 レクダンス部   9:30
25 日
26 月 生け花部 10:30
27 火

28 水 【白寿】配布日 ９時以降
茶道部 13:00

29 木
30 金
31 土

冬支度
季節：冬

中
野
目
長
寿
会  

結
成
五
十
六
年

　
初
め
て
の
一
泊
二
日
の
研
修
旅
行　
会
長 

神
ノ
ブ
子

　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
創
立
�
周
年
記
念
及
び

　
　
　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
開
催 

（
舘
山
町
老
連
会
長
出
席
）

◇
厚
生
労
働
大
臣
育
成
功
労
表
彰
上
山
　
キ
エ 

県
老
連
副
会
長

　 

同

中
岫
　
良
次 

県
老
連
評
議
員

　 

同 

優
良
単
位
ク
ラ
ブ

弘
前
市
紺
屋
町
老
人
ク
ラ
ブ
幸
扇
会

　 

同 

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
青
森
市
老
連

◇
全
老
連  

育
成
功
労
表
彰

中
村
　
盛
江
　
県
老
連
評
議
員

　 

同

桜
庭
　
昭
治
　
浪
岡
地
区
老
連
理
事

　 

同 

優
良
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

浪
岡
地
区 

徳
長
新
生
会

　 

同 

優
良
郡
市
町
村
表
彰

鰺
ヶ
沢
町
老
連

　 

同 

永
年
勤
続
表
彰

福
田
久
美
子   

青
森
市
老
連
事
務
職
員

全国大会参加者（国技館にて）
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木
村
　
羊
川

雑
草
園
コ
ス
モ
ス
の
ピ
ン
ク
目
立
ち
過
ぎ佐

々
木
ト
ミ
ヱ

災
害
の
中
で
つ
か
ん
だ
生
き
る
道

清
水
　
川
魚

不
都
合
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
嘘
で
逃
げ田

中
さ
ち
子

た
め
息
も
ど
っ
さ
り
入
る
重
い
雪

成
田
　
波
麻

満
月
に
介
護
の
成
果
問
う
て
み
る

一
部
の
人
達
が
騒
い
だ
た
め
に
、
使
用
禁
止
と
な
っ
た
。
植

物
か
ら
採
れ
る
砂
糖
な
ど
摂
取
の
制
限
を
受
け
る「
糖
尿
病
」

の
人
達
な
ど
は
不
幸
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
海
外
の

調
査
・
研
究
で
は
影
響
は
な
い
の
で
は
と
い
う
意
見
が
出
て

い
る
が
、
言
っ
た
者
勝
ち
と
言
う
風
潮
が
あ
り
、
取
り
消
す

の
は
容
易
で
は
な
い
。

日
本
の
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
は
、
食
料
輸
入
禁

止
も
あ
る
意
味
で
然
り
。
き
ち
ん
と
調
査
を
し
て
出
荷
し
て

い
る
魚
貝
類
の
方
が
、
一
部
の
騒
い
で
い
る
国
の
物
よ
り
、

よ
り
安
全
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
。（
上
記
の
事
柄
は

テ
ー
マ
と
し
て
は
何
度
か
取
り
扱
っ
た
）

さ
て
、
私
は
戦
後
の
生
ま
れ
な
の
で
太
平
洋
戦
争
以
前
の

こ
と
は
人
に
聞
い
た
り
、
書
物
等
で
知
る
の
み
な
の
だ
が
、

今
の
様
な
一
方
的
に
他
国
へ
攻
め
入
る
こ
と
な
ど
は
当
時
で

も
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
話
し
合
い
や
人
と
の
合
意
が

大
事
だ
な
ど
と
、
小
学
生
の
時
か
ら
教
え
込
ま
れ
て
い
る

我
々
に
と
っ
て
、
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
こ
と
は
理
不

尽
に
思
え
る
の
だ
が
。
強
い
と
か
立
派
と
か
権
力
の
あ
る
人

達
の
一
方
的
見
解
は
、
時
に
人
類
を
害
す
る
こ
と
は
な
い
の

か
？　

我
々
は
知
恵
を
絞
っ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

日
本
の
南
方
に
於
い
て
も
、き
な
臭
い
噂
が
絶
え
な
い
が
、

ど
う
し
て
も
力
で
押
さ
え
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
の
か
な
…

と
思
う
。
時
に
偉
大
な
方
達
が
後
々
に
考
察
す
る
と
間
違
っ

て
い
た
な
ど
と
、
な
ら
な
い
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

強
大
な
権
力
を
持
つ
個
人
に
よ
る
意
見
や
行
動
は
、
時
に

は
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
後
で
分
か
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

世
の
中
に
は
後
で
分
か
る
事
が
あ
る
も
の
で
、例
え
ば「
脚

気
」
は
ビ
タ
ミ
ン
B1
不
足
が
原
因
で
、
今
で
は
認
め
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
文
豪
の
森
鴎
外
が
否
定
的
な
意
見
を
言

っ
た
た
め
、
そ
の
影
響
が
大
き
く
、
当
分
の
間
ビ
タ
ミ
ン
 B1

を
治
療
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に

〝
チ
ク
ロ
〟
と
い
う
人
工
甘
味
料
は
発
が
ん
性
を
疑
わ
れ
、

「
今
夜
も
大
分
凍し
ば

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
朝
方
は
零
下
九
度

位
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
ネ
サ
」
と
寝
床
に
入
っ
た
の
で
す
。

一
眠
り
し
た
ら
、
め
く
れ
て
い
た
掛
布
団
の
端
を
ト
ン
ト

ン
と
静
か
に
直
し
て
く
れ
た
人
が
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
。
ワ
ァ 

ア
ズ
マ
し
い
じ
ゃ
と
ホ
ノ
ボ
ノ
と
暖
か
い

も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
う
つ
つ
の
中
で
し
た
。「
ア
レ
ッ 

さ

っ
き
の
人
私
の
お
母が

さ
だ
」
と
気
が
つ
い
た
途
端
に
、
な
ぜ

早
く
つ
か
ま
え
て
声
を
聞
か
な
か
っ
た
の
か
、母
が
恋
し
い
、

父
が
恋
し
い
と
あ
れ
や
こ
れ
や
母
に
ま
つ
わ
る
幼
い
頃
を
思

い
出
し
て
、
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
夢
の
中
ま
た
夢
と
生

家
の
過
ぎ
た
日
々
を
懐
か
し
く
脳の
う
り裏
に
描え
が

き
ま
し
た
。
も
う

白
々
と
明
け
て
朝
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
母
の
母
（
祖
母
）
は
、
身
体
の
具
合
が
悪
く
、
産
後

間
も
な
く
他
界
し
、
母
は
遠
縁
の
子
供
を
亡
く
し
た
夫
婦
に

育
て
て
戴
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
縁
と
な
り
親
子
と
な
っ

た
の
で
す
。
何
不
自
由
の
な
い
家
庭
に
育
っ
た
の
で
す
が
、

八
十
二
歳
の
生
涯
を
終
え
る
際
「
私
程   

不
幸
な
者
は
な
い
。

親
が
あ
り
な
が
ら
母
と
暮
ら
せ
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
だ
」

と
む
せ
び
泣
く
の
で
、
私
た
ち
は
見
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
姉
が
、「
お
母
さ
悲
し
い
の
は
よ
く
分
か

る
が
そ
れ
は
昔
の
こ
と
で
す
。
何
日
も
前
か
ら
四
人
の
娘
が

力
を
合
わ
せ
て
、
早
く
病
気
を
直
さ
せ
よ
う
と
一
生
懸
命
な

の
に
、
何
と
し
た
こ
と
で
す
か
」
と
叱
る
よ
う
に
気
を
取
り

直
さ
せ
ま
し
た
。
母
は
ち
ょ
っ
と
し
て
か
ら
頷う
な
ずき

「
私
は
間

違
っ
て
い
た
。
私
は
幸
せ
者
だ
っ
た
。
お
前
た
ち
あ
り
が
と

う
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
間
も
な
く

息
を
引
き
と
り
ま
し
た
。

二
十
数
年
経
っ
た
今
で
も
、
毎
年
十
一
月
三
日
の
命
日
に

に
は
誰
が
誘
う
と
も
な
く
、
お
寺
参
り
に
十
数
人
集
ま
り
、

今
や
孫
が
、私
の
母
の
想
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

私
も
老
年
の
域
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
母
の
如
く
人
に
慕
わ

れ
る
人
生
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
る
人
は
、「
竹
嶋
さ
ん 

そ
ん
な
に
勉
強
し
て
ど
こ
に
持

っ
て
行
く
の
さ
」
と
言
い
ま
す
が
、
娘
時
代
に
教
わ
り
の
不

足
分
を
勉
強
し
て
い
る
の
で
す
と
答
え
ま
す
。

家
族
の
加
護
の
下
で
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
総
て
の
こ
と

を
習
得
し
、
別
の
世
に
行
っ
て
も
皆
で
花
を
生
け
、
茶
の
湯

を
楽
し
み
、
畑
を
た
が
や
し
、
手
芸
や
工
作
な
ど
身
の
限
り

を
尽
く
し
た
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
近
頃
、
中
国
か
ら
残
留
孤
児
の
方
が
親
を
探
し

求
め
て
日
本
に
参
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
か
哀
れ
な
事
で

し
ょ
う
。
母
の
生
い
立
ち
を
思
う
度
に
、
本
当
に
心
が
痛
む

こ
と
で
す
。

先
回
の
内
容

⓫
月
号
は
休
載
し
ま

し
た
の
で
、
お
忘
れ
の

方
も
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
少
し
詳
し
く
内

容
を
た
ど
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

名
所
・
古
戦
場
・
内
海
・
荒
海
・
入
江
・
塩
濱
は
古
法
の

例
を
わ
き
ま
え
運
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
回
の
内
容

終
わ
り
に
当
た
り
、
ま
と
め
と
し
て
、
人
と
し
て
の
や
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
や
教
訓
を
掲か
か

げ
て
い
る
。

猥み
だ
りり

に
山
林
等
の
竹
木
を
切
っ
て
は
な
ら
な
い
。

他
人
の
土
地
を
掠か
す

め
た
り
、
隠お
ん
で
ん田
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

正
直
第
一
の
輩
と
も
が
らは
、
終つ
い

に
子
孫
は
富
貴
永
く
繁
昌
の
家
と

な
る
。
神
仏
の
冥み
ょ
う
が加

が
叶
う
事
疑
い
有
る
こ
と
は
な
い
。
よ

っ
て
前
例
の
様
に
な
る
。

最
後
に
、
出
版
月
日
・
出
版
者
等
で
終
わ
っ
て
い
る
。

出
版
年
月
、
天
保
十
三
壬
寅
歳
（
一
八
四
二
）
四
月　

新
刊

出
版
社
名　

江
戸
書
林

 

住　

所　

 

本
銀
町
川
岸

代
表
者
名　

山
城
屋 

新
兵
衛

主
な
語
句
の
解
説

掠か
す

め
る　

こ
っ
そ
り
奪
い
取
る
。

隠お
ん

　
田で
ん　

租
税
を
納
め
な
い
田
畑
。

輩と
も
が
ら
　
　

 

な
か
ま
、
同ど
う
は
い輩
。

終つ
い

に
　
　
お
わ
り
に
、
し
ま
い
に
。

富ふ
う

　
貴き　

富
ん
で
貴と
う
とい
こ
と
。
財
貨
が
多
く
位
の
高
い
こ
と
。

冥み
ょ
う　
加が　

知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
加
護
を
こ
う
む
る
こ
と
。

　

  　
　
　
　
　
　
　

書
状
や
証
文
な
ど
の
最
後
に
書
く
言
葉
で
、

仍よ
っ
て

件く
だ
んノ
如ご
と

シ      

そ
の
様
な
わ
け
で
、
右
に
記
し
た
通
り
で
あ

　
　
　
　
　
　

る
の
意
味
。

 

　「
百
姓
往
来
」
解
読
を
終
え
て

　
「
百
姓
往
来
」
は
寺
子
屋
や
塾
で
使
わ
れ
た
教
科
書
で
、

こ
こ
で
紹
介
し
た
の
は
基
本
的
な
物
で
、
各
地
方
で
使
わ
れ

た
も
の
は
、
必
要
と
さ
れ
る
内
容
が
追
加
さ
れ
た
物
が
多
数

存
在
す
る
。
木
版
彫
り
の
物
は
高
価
な
た
め
、
手
書
き
写
本

が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
誤
字
・
当
て
字
も
多
く
解
読
は

難
し
く
な
る
。「
日
本
大
玉ぎ
ょ
く
へ
ん

篇
」
全
三
巻
（
明
治
⓴
年
発
行
）

の
辞
典
が
大
変
参
考
と
な
り
、
曲
が
り
な
り
に
も
何
と
か
解

読
を
終
え
る
事
が
で
き
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。

◇
◇ 

川
　
柳 

◇
◇

先
輩
に
学
ぶ
　
㉚
　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

　
　
　
　
　
第
三
号 

昭
和 

�
年
度
　
⑰

 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

129

　

古
文
書
に
学
ぶ
　
㉓
　
最
終
回

　
　
　
　【
百
姓
往
来
絵
抄
】
江
戸
書
林
版
㉓

　
読
み
下
し
文

　

木     

人
之の

地
ヲ

掠か
す
め
ず不 

隠お
ん
で
ん
ヲ田
致
い
た
さ

不ず

　

正
し
ょ
う
じ
き直
第だ
い
い
ち一

之ノ

輩
と
も
が
ら

者ハ

終つ
い
に

子し

孫そ
ん

　

永
な
が
く  

富ふ
う
き貴
繁は
ん
じ
ょ
う昌

之ノ

家い
え
と

成な
り

　

仏ぶ
つ
し
ん神

之ノ

冥み
ょ
う
が加

ガ 

叶
か
な
う

事こ
と 

疑
う
た
が
い

有あ
る 

　

可
べ
か
ら 

不ず 

仍よ
っ
て

件
く
だ
ん   

ノ
如ご
と

シ


